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平
成
二
十
四
年 

第
六
回 

青
森
市
教
育
委
員
会
定
例
会 

会
議
録 

 

一 
開
会
日
時 

平
成
二
十
四
年
六
月
二
十
六
日
（
火
）
午
後
四
時
三
十
分 

 

二 

閉
会
日
時 
平
成
二
十
四
年
六
月
二
十
六
日
（
火
）
午
後
五
時
一
分 

 

三 

会
議
開
催
の
場
所 
柳
川
庁
舎
二
階 

大
会
議
室 

 

四 

出
席
委
員 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

佐 

藤 

秀 

樹 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

鎌 

田 

愼 

也 

西 

村 

惠
美
子 

平 

出 

道 

雄 

石 

澤 

千
鶴
子 

月 

永 

良 

彦 

  

五 

事
務
局
出
席
職
員 

       
 

 

教
育
部
長 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

小
野
寺 

 
 

晃 

理
事 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

工 

藤 

壽 

彦 

教
育
次
長 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

金 

澤 
 
 

保 

教
育
次
長 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

成 

田 

一
二
三 

浪
岡
教
育
事
務
所
長 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

和 

田 

比
呂
志 

参
事
社
会
教
育
課
長
事
務
取
扱 

 
 
 
 
  

舘 

田 

一 

弥 

参
事
文
化
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
長
事
務
取
扱 

 
 

加 
藤 

文 

男 

総
務
課
長 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

岸 
田 
耕 

司 

 

中
央
市
民
セ
ン
タ
ー
館
長 

 
 

今 
 
 

牧 

彦 

文
化
財
課
長 

 
 
 
 
 
 
 

吉 

田 
 
 

亘 

市
民
図
書
館
長 

 
 
 
 
 
 

田 

中 

聡 

子 

学
務
課
長 

 
 
 
 
  

 
 

山 

谷 

尚 

史 

学
校
給
食
課
長 

 
 
 
 
 
 

本 

間 

昭 

彦 

指
導
課
長 

 
 
 
 
  

 
 

伴 
 
 

孝 

文 

浪
岡
教
育
事
務
所
教
育
課
長 

 

鳴 

海 

雄 

大 
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六 
会
議
に
付
議
さ
れ
た
案
件 

（
一
）
議 

事 

議
案
第
二
十
四
号 

青
森
市
奨
学
金
貸
与
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
の
制
定
に
つ
い
て 

議
案
第
二
十
五
号 

教
育
長
の
権
限
に
属
す
る
事
務
の
一
部
を
学
校
長
に
委
任
す
る
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程
の
制
定
に
つ
い
て 

議
案
第
二
十
六
号 

臨
時
に
代
理
し
処
理
し
た
事
項
の
承
認
に
つ
い
て 

 

（
二
）
報 

告 

（
一
） 
平
成
二
十
四
年
第
二
回
市
議
会
定
例
会
の
質
問
概
要
に
つ
い
て 

（
二
） 
寄
附
金
に
よ
る
学
校
図
書
の
購
入
に
つ
い
て 

（
三
） 

中
央
市
民
セ
ン
タ
ー
耐
震
補
強
工
事
中
の
事
故
に
つ
い
て 

（
四
） 

学
校
給
食
に
係
る
放
射
線
検
査
機
器
の
設
置
に
つ
い
て 

（
五
） 

キ
ッ
ズ
コ
ン
サ
ー
ト
の
開
催
に
つ
い
て 

（
六
） 

青
森
市
少
年
海
外
生
活
体
験
事
業
に
つ
い
て 

（
七
） 

青
森
市
中
学
校
生
徒
海
外
派
遣
・
受
入
事
業
に
つ
い
て 

 

七 

会
議
録
署
名
委
員 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

鎌 

田 

愼 

也 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

月 

永 

良 

彦 
 

八 

会
議
の
大
要 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

午
後
四
時
三
十
分
に
委
員
長
が
開
会
を
宣
言
す
る
。
会
期
を
一
日
と
し
、
会
議
録
署
名
委
員
を
前
項
七
の
と
お
り
指
名
す
る
。 

議
案
第
二
十
六
号
に
つ
い
て
、
非
公
開
の
会
議
と
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
。 

議
案
第
二
十
四
号
及
び
議
案
第
二
十
五
条
に
つ
い
て
審
議
し
、
原
案
の
と
お
り
決
定
す
る
。 

事
務
局
か
ら
七
件
の
報
告
を
し
、
平
成
二
十
四
年
第
七
回
定
例
会
の
日
程
調
整
を
し
た
後
、
非
公
開
の
会
議
に
よ
り
議
案
第
二
十
六
号
を
審
議
し
、

原
案
の
と
お
り
決
定
し
、
閉
会
し
た
。 

 

九 

会
議
の
状
況 

  
 
 

（
一
） 

 

議 
 
 
 
 

事 
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委 
員 

長 
 
 
 
 

そ
れ
で
は
議
事
に
入
り
ま
す
。 

議
案
第
二
十
四
号
「
青
森
市
奨
学
金
貸
与
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
の
制
定
に
つ
い
て
」
事
務
局
か
ら
説
明
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 

―
―
―
― 

教
育
部
長
か
ら
説
明 

―
―
―
― 

議
案
第
二
十
四
号 

青
森
市
奨
学
金
貸
与
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
の
制
定
に
つ
い
て
御
説
明
申
し
上
げ
ま
す
。 

こ
れ
ま
で
、
外
国
人
住
民
の
方
に
つ
き
ま
し
て
は
、
外
国
人
登
録
法
の
適
用
対
象
で
あ
り
ま
し
た
が
、
本
年
七
月
九
日
施
行
の
、
住
民

基
本
台
帳
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
に
よ
り
、
外
国
人
住
民
も
日
本
人
と
同
様
に
、
住
民
基
本
台
帳
法
の
適
用
対
象
に
加
え
る
こ
と
と

な
り
、
外
国
人
登
録
法
が
廃
止
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。 

こ
の
こ
と
に
伴
い
、
奨
学
金
貸
与
条
例
施
行
規
則
の
中
で
「
外
国
人
登
録
法
」
に
関
す
る
文
言
を
用
い
て
い
る
部
分
を
削
除
す
る
と
と

も
に
、
併
せ
て
条
文
の
整
理
を
す
る
等
、
所
要
の
改
正
を
行
う
た
め
に
制
定
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

改
正
内
容
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
付
属
資
料
の
新
旧
対
照
表
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

ま
ず
、
外
国
人
登
録
法
に
関
す
る
部
分
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
卒
業
に
伴
う
奨
学
金
償
還
の
届
出
に
つ
い
て
規
定
し
て
い
る
第
六
条
関
係

様
式
第
七
号
「
個
人
情
報
同
意
書
」
に
つ
き
ま
し
て
は
、
様
式
か
ら
「
又
は
外
国
人
登
録
原
簿
」
の
文
言
を
削
除
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。 

そ
の
ほ
か
と
し
て
、
奨
学
金
貸
与
申
請
に
つ
い
て
規
定
し
て
い
る
第
二
条
関
係
様
式
第
一
号
「
奨
学
生
願
書
」
中
、
保
証
人
の
職
業
に

つ
い
て
、
保
証
人
は
現
行
規
則
第
三
条
で
一
定
の
職
業
及
び
収
入
を
有
す
る
こ
と
と
定
め
て
い
る
こ
と
か
ら
、
保
証
人
の
欄
に
あ
り
ま
す

か
っ
こ
書
き
「
無
職
の
時
は
前
職
」
の
文
言
を
削
除
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。 

ま
た
、
戸
籍
抄
本
等
の
提
出
に
つ
い
て
規
定
し
て
い
る
第
十
二
条
各
号
の
「
戸
籍
抄
本
」
に
つ
き
ま
し
て
は
、
従
来
の
戸
籍
抄
本
に
加

え
、
戸
籍
電
算
化
シ
ス
テ
ム
導
入
の
自
治
体
に
お
い
て
は
「
戸
籍
個
人
事
項
証
明
書
」
を
交
付
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、「
戸
籍
の
抄
本
又

は
個
人
事
項
証
明
書
」
に
改
め
る
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

以
上
で
ご
ざ
い
ま
す
。 
 

委 

員 

長 
 
 
 
 

た
だ
い
ま
の
事
務
局
か
ら
の
説
明
に
つ
き
ま
し
て
、
御
意
見
、
御
質
問
等
ご
ざ
い
ま
せ
ん
か
。 

 

委 

員 

長 
 
 
 
 

そ
れ
で
は
、
議
案
第
二
十
四
号
に
つ
き
ま
し
て
、
原
案
の
と
お
り
決
定
し
て
よ
ろ
し
い
で
し
ょ
う
か
。 

 

―
―
―
― 

各
委
員
了
承 

―
―
―
― 

 

委 

員 

長 
 
 
 
 

御
異
議
が
な
い
よ
う
で
す
の
で
、
原
案
ど
お
り
決
定
す
る
こ
と
と
い
た
し
ま
す
。 
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委 
員 

長 
 
 
 
 

続
き
ま
し
て
、
議
案
第
二
十
五
号
「
教
育
長
の
権
限
に
属
す
る
事
務
の
一
部
を
学
校
長
に
委
任
す
る
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程
の
制
定
に
つ

い
て
」
事
務
局
か
ら
説
明
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 

―
―
―
― 

教
育
部
長
か
ら
説
明 

―
―
―
― 

議
案
第
二
十
五
号 

教
育
長
の
権
限
に
属
す
る
事
務
の
一
部
を
学
校
長
に
委
任
す
る
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程
の
制
定
に
つ
い
て

御
説
明
申
し
上
げ
ま
す
。 

県
費
負
担
教
職
員
の
住
居
手
当
及
び
通
勤
手
当
の
支
給
に
関
す
る
事
務
の
う
ち
、
審
査
・
認
定
の
事
務
に
つ
き
ま
し
て
は
、
こ
れ
ま
で

県
教
育
委
員
会
が
処
理
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が
、
県
に
お
き
ま
し
て
は
、
こ
れ
ら
の
事
務
を
市
町
村
に
移
譲
す
る
こ
と
で
、
事

実
確
認
が
容
易
に
な
る
こ
と
な
ど
が
期
待
で
き
る
と
の
こ
と
か
ら
、
県
教
育
委
員
会
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

と
と
も
に
、
新
た
に
教
育
委
員
会
規
則
を
制
定
し
、
審
査
・
認
定
の
事
務
に
つ
い
て
は
、
平
成
二
十
四
年
七
月
一
日
か
ら
市
町
村
が
処
理

す
る
こ
と
と
し
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。 

こ
の
こ
と
を
受
け
て
、
本
市
に
お
き
ま
し
て
は
、
そ
れ
ら
の
事
務
に
つ
い
て
学
校
長
に
委
任
す
る
た
め
所
要
の
改
正
を
行
う
も
の
で
あ

り
ま
す
。 

付
属
資
料
の
新
旧
対
照
表
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

改
正
内
容
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
別
表
第
三
条
関
係
に
、
三
「
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
二
十
六
年
青
森
県
条
例
第
三
十
七

号
） 

第
二
十
五
の
規
定
に
関
す
る
事
務
」
の
一
項
を
新
た
に
加
え
、
こ
れ
ら
の
事
務
を
学
校
長
に
委
任
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
ま

す
。 な

お
、
こ
の
規
定
は
、
平
成
二
十
四
年
七
月
一
日
を
も
っ
て
施
行
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。 

以
上
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 
 

委 

員 

長 
 
 
 
 

た
だ
い
ま
の
事
務
局
の
説
明
に
つ
き
ま
し
て
、
御
意
見
、
御
質
問
等
ご
ざ
い
ま
せ
ん
か
。 

 

委 

員 

長 
 
 
 
 

そ
れ
で
は
、
議
案
第
二
十
五
号
に
つ
き
ま
し
て
、
原
案
の
と
お
り
決
定
し
て
よ
ろ
し
い
で
し
ょ
う
か
。 

 

―
―
―
― 

各
委
員
了
承 

―
―
―
― 

 

委 

員 

長 
 
 
 
 

御
異
議
が
な
い
よ
う
で
す
の
で
、
原
案
ど
お
り
決
定
す
る
こ
と
と
い
た
し
ま
す
。 

  
 
 

（
二
） 

 

報 
 
 
 
 

告 
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委 
員 

長 
 
 
 
 

そ
れ
で
は
、
報
告
事
項
に
入
り
ま
す
。
本
日
の
報
告
事
項
は
七
件
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。 

は
じ
め
に
、（
一
）「
平
成
二
十
四
年
第
二
回
市
議
会
定
例
会
の
質
問
概
要
に
つ
い
て
」
事
務
局
か
ら
報
告
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

―
―
―
― 

総
務
課
長
か
ら
説
明 

―
―
―
― 

 
 
 
 

平
成
二
十
四
年
第
二
回
青
森
市
議
会
定
例
会
の
質
問
概
要
等
に
つ
い
て
、
御
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。 

 
 
 
 

第
二
回
青
森
市
議
会
定
例
会
は
、
去
る
五
月
三
十
日
に
開
会
し
、
本
日
、
閉
会
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。 

 
 
 
 

本
議
会
に
は
、
第
五
回
教
育
委
員
会
定
例
会
で
御
審
議
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
教
育
委
員
会
に
関
係
す
る
条
例
「
青
森
市
就
学
指
導
委

員
会
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
」
の
議
案
に
つ
き
ま
し
て
は
、
本
議
会
で
御
議
決
い
た
だ
い
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。 

 
こ
れ
ら
に
関
連
し
た
教
育
委
員
会
に
対
す
る
、
一
般
質
問
及
び
予
算
特
別
委
員
会
で
の
質
問
内
容
に
つ
き
ま
し
て
は
、
お
手
元
に
配
布

し
て
お
り
ま
す
資
料
の
と
お
り
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

一
般
質
問
に
つ
き
ま
し
て
は
、
十
三
名
の
議
員
か
ら
二
十
四
項
目
、
予
算
特
別
委
員
会
に
つ
き
ま
し
て
は
、
六
名
の
委
員
か
ら
十
七
項

目
の
質
問
が
あ
り
、
教
育
委
員
会
と
し
て
の
考
え
方
・
方
針
等
に
つ
い
て
、
答
弁
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
こ
と
を
御
報
告
い
た
だ
き
ま
す
。 

 

以
上
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

委 

員 

長 
 
 
 
 

た
だ
い
ま
の
説
明
に
つ
き
ま
し
て
、
御
意
見
、
御
質
問
等
ご
ざ
い
ま
せ
ん
か
。 

 

委 

員 

長 
 
 
 
 

そ
れ
で
は
次
に
移
り
ま
す
。（
二
）「
寄
附
金
に
よ
る
学
校
図
書
の
購
入
に
つ
い
て
」
事
務
局
か
ら
報
告
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 

―
―
―
― 

総
務
課
長
か
ら
説
明 

―
―
―
― 

寄
附
金
に
よ
る
学
校
図
書
の
購
入
に
つ
い
て
、
御
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。 

株
式
会
社
ヤ
マ
イ
シ
様
か
ら
青
森
市
に
対
し
、
学
校
図
書
及
び
電
気
自
動
車
の
購
入
を
目
的
と
し
た
一
千
万
円
の
寄
附
の
申
し
出
が
あ

り
、
そ
の
う
ち
学
校
図
書
分
と
し
て
、
寄
附
者
指
定
の
図
書
「
心
に
響
く
小
さ
な
５
つ
の
物
語
」
一
・
二
巻
、
各
十
五
冊
分
と
し
て
、
二

百
四
万
円
が
教
育
委
員
会
に
配
当
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

教
育
委
員
会
で
は
、
小
学
校
四
十
七
校
、
中
学
校
二
十
校
の
計
六
十
七
校
に
対
し
、
平
成
二
十
四
年
七
月
三
日
ま
で
に
配
本
す
る
こ
と

と
し
て
お
り
ま
す
。 

こ
の
度
の
ヤ
マ
イ
シ
様
か
ら
の
御
厚
意
に
対
し
ま
し
て
、
心
か
ら
感
謝
い
た
し
ま
す
と
と
も
に
、
購
入
し
た
図
書
に
つ
き
ま
し
て
は
、

児
童
生
徒
の
読
書
活
動
の
推
進
に
役
立
て
て
参
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。 

以
上
で
ご
ざ
い
ま
す
。 
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委 

員 

長 
 
 
 
 

た
だ
い
ま
の
報
告
に
つ
き
ま
し
て
、
な
に
か
御
意
見
、
御
質
問
等
ご
ざ
い
ま
せ
ん
か
。 

 
月
永
委
員 

 
 
 
 

い
ろ
ん
な
と
こ
ろ
か
ら
学
校
に
図
書
が
寄
附
さ
れ
る
訳
で
す
け
ど
、
今
回
の
ヤ
マ
イ
シ
さ
ん
の
こ
の
二
冊
の
本
で
す
け
ど
、
私
も
先
ん
じ
て
読
ま

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

と
て
も
い
い
本
で
し
て
、
内
容
が
い
い
本
で
、
イ
チ
ロ
ー
の
夢
を
実
現
す
る
と
い
う
お
話
。
小
学
生
の
時
か
ら
イ
チ
ロ
ー
は
大
リ
ー
ガ
ー
に
な
る

夢
を
も
っ
て
、
し
か
も
た
く
さ
ん
の
人
を
球
場
に
招
い
て
、
大
リ
ー
グ
の
プ
レ
ー
を
見
せ
る
と
い
う
話
と
か
。
そ
れ
か
ら
、
あ
る
小
学
校
の
担
任
の

先
生
と
の
と
て
も
感
動
す
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
の
話
が
あ
り
ま
し
て
、
子
ど
も
た
ち
に
は
早
く
読
ま
せ
て
や
り
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

ヤ
マ
イ
シ
さ
ん
に
は
本
当
に
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

委 

員 

長 
 
 
 
 

本
当
に
そ
う
で
す
ね
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

委 

員 

長 
 
 
 
 

そ
れ
で
は
、（
三
） 
「
中
央
市
民
セ
ン
タ
ー
耐
震
補
強
工
事
中
の
事
故
に
つ
い
て
」
事
務
局
か
ら
報
告
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 

―
―
―
― 

中
央
市
民
セ
ン
タ
ー
館
長
か
ら
説
明 

―
―
―
― 

 
 
 
 

中
央
市
民
セ
ン
タ
ー
耐
震
補
強
工
事
の
事
故
に
つ
い
て
御
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。 

 
 
 
 

お
手
元
の
資
料
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

平
成
二
十
四
年
五
月
二
十
一
日
、
月
曜
日
、
午
前
九
時
四
十
分
頃
、
工
事
作
業
員
が
六
階
屋
上
に
て
耐
震
補
強
工
事
用
の
足
場
資
機
材

等
を
屋
上
へ
荷
揚
げ
す
る
た
め
、
六
階
屋
上
の
既
存
床
面
の
養
生
を
行
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、
そ
の
作
業
員
が
七
・
六
メ
ー
ト
ル
下
の
四
階

屋
上
に
落
下
す
る
事
故
が
あ
り
ま
し
た
。 

作
業
員
は
屋
上
軒
下
に
背
を
向
け
る
形
で
床
面
の
養
生
を
行
っ
て
い
た
た
め
、
誤
っ
て
落
ち
た
と
い
う
状
況
で
す
。 

作
業
員
の
怪
我
の
状
況
は
、
検
査
の
結
果
、
背
骨
神
経
・
内
臓
・
頭
部
に
異
常
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
左
肘
・
骨
盤
・
左
大
腿
骨
、

右
手
首
の
骨
折
と
診
断
さ
れ
、
そ
の
内
、
左
肘
と
左
大
腿
骨
の
手
術
は
無
事
に
終
え
、
現
在
入
院
し
治
療
中
で
す
。 

施
工
管
理
を
行
っ
て
い
る
都
市
整
備
部
建
築
営
繕
課
に
よ
り
ま
す
と
、
事
故
の
発
生
原
因
と
し
ま
し
て
は
、
元
請
現
場
管
理
担
当
者
と

そ
の
作
業
員
に
安
全
管
理
・
安
全
作
業
の
措
置
・
意
識
が
不
足
し
て
い
た
こ
と
、
作
業
時
に
お
け
る
作
業
員
自
身
の
不
注
意
が
原
因
と
考

え
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
ま
す
。 

工
事
請
負
業
者
で
あ
る
株
式
会
社
桜
井
工
務
店
で
は
、
こ
れ
ま
で
も
、
工
事
に
お
け
る
安
全
管
理
・
安
全
作
業
に
関
し
て
は
、
事
前
に

安
全
衛
生
管
理
計
画
を
立
て
、
危
険
予
知
活
動
等
に
よ
り
事
故
の
防
止
に
努
め
て
い
た
と
の
こ
と
で
す
が
、
今
回
の
事
故
を
受
け
、
な
お

一
層
の
安
全
管
理
・
安
全
作
業
の
徹
底
及
び
再
発
防
止
に
つ
い
て
対
策
強
化
を
図
っ
て
、
六
月
一
日
か
ら
現
場
を
再
開
し
て
お
り
ま
す
。 

以
上
で
ご
ざ
い
ま
す
。 
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委 

員 

長 
 
 
 
 

た
だ
い
ま
の
報
告
に
つ
き
ま
し
て
、
な
に
か
御
意
見
、
御
質
問
等
ご
ざ
い
ま
せ
ん
か
。 

作
業
員
自
身
の
不
注
意
と
は
い
え
、
今
現
在
、
入
院
な
さ
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
が
。 

西
村
委
員
、
何
か
ご
ざ
い
ま
せ
ん
か
。 

 

西
村
委
員 

 
 
 
 

と
て
も
残
念
な
こ
と
だ
と
思
う
の
で
す
け
ど
、
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
責
任
の
範
囲
は
ど
の
よ
う
に
な
る
の
で
し
ょ
う
か
。 

 

中
央
市
民
セ
ン
タ
ー
館
長 

 
通
常
こ
う
い
う
事
故
が
あ
っ
た
場
合
は
、
警
察
並
び
に
労
働
基
準
監
督
署
に
届
出
を
し
て
と
い
う
作
業
に
な
る
の
で
す
が
、
直
ち
に
手
続
き
を
取

り
、
双
方
と
も
作
業
員
の
不
注
意
が
主
な
原
因
と
い
う
こ
と
で
、
現
場
保
存
と
か
は
す
ぐ
に
解
け
ま
し
て
、
直
ち
に
、
施
工
管
理
を
行
っ
て
い
ま
す

建
築
営
繕
課
の
指
導
を
受
け
安
全
対
策
を
強
化
し
、
現
在
は
滞
り
な
く
作
業
が
進
ん
で
い
る
状
況
で
す
。 

こ
の
こ
と
か
ら
、
責
任
問
題
に
つ
き
ま
し
て
は
、
特
に
問
わ
れ
る
よ
う
な
重
大
な
事
案
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。 

 

西
村
委
員 

 
 
 
 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

委 

員 

長 
 
 
 
 

そ
れ
で
は
次
に
、
報
告
（
四
） 

「
学
校
給
食
に
係
る
放
射
線
検
査
機
器
の
設
置
に
つ
い
て
」
事
務
局
か
ら
報
告
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 

―
―
―
― 

学
校
給
食
課
長
か
ら
説
明 

―
―
―
― 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

学
校
給
食
に
係
る
放
射
線
検
査
機
器
の
設
置
に
つ
い
て
御
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。 

学
校
給
食
に
つ
き
ま
し
て
は
、
よ
り
一
層
の
安
全
・
安
心
の
確
保
が
必
要
で
あ
る
と
の
観
点
か
ら
、
文
部
科
学
省
に
お
い
て
、
据
付
型

の
検
査
機
器
の
地
方
自
治
体
へ
の
配
置
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。 

こ
れ
を
受
け
て
、
県
で
は
「
学
校
給
食
検
査
設
備
整
備
事
業
」
に
よ
り
、
学
校
給
食
に
係
る
検
査
機
器
の
県
内
自
治
体
へ
の
設
置
、
貸

与
に
つ
き
ま
し
て
検
討
さ
れ
て
き
た
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

本
市
に
お
き
ま
し
て
は
、
こ
の
検
査
機
器
の
設
置
、
貸
与
を
希
望
す
る
旨
を
県
に
伝
え
て
い
た
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

こ
う
し
た
状
況
の
中
で
、
去
る
六
月
七
日
、
県
よ
り
本
市
に
対
し
、
中
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
を
設
置
場
所
と
し
て
検
査
機
器
一
台
を
貸

与
す
る
旨
の
通
知
が
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

検
査
機
器
の
配
置
は
、
本
市
の
ほ
か
、
弘
前
市
西
部
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
、
八
戸
市
役
所
本
館
、
十
和
田
・
六
戸
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
、

鶴
田
町
役
場
、
東
通
村
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
、
公
益
財
団
法
人
青
森
県
学
校
給
食
会
の
六
箇
所
に
設
置
、
貸
与
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
ご

ざ
い
ま
す
。 

検
査
機
器
の
納
入
期
限
は
、
八
月
十
日
と
な
っ
て
お
り
、
県
に
よ
り
ま
す
と
七
月
末
ま
で
に
は
設
置
さ
れ
る
見
込
み
と
の
こ
と
で
ご
ざ

い
ま
す
。 

こ
れ
に
よ
り
、
本
市
に
お
き
ま
し
て
は
、
こ
の
検
査
機
器
を
活
用
し
、
二
学
期
か
ら
検
査
を
実
施
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
、
検
査
対
象
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食
材
は
、
原
則
と
し
て
、
前
日
納
品
さ
れ
た
副
食
に
使
用
す
る
食
材
の
中
か
ら
、
産
地
や
摂
取
量
を
勘
案
し
、
一
日
あ
た
り
数
品
目
程
度

の
検
査
を
行
う
予
定
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

ま
た
、
検
査
結
果
に
つ
き
ま
し
て
は
、
速
や
か
に
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
活
用
す
る
等
し
て
、
情
報
提
供
に
努
め
て
参
り
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。 

な
お
、
本
市
に
設
置
さ
れ
る
検
査
機
器
に
つ
き
ま
し
て
は
、
近
隣
自
治
体
、
主
に
東
青
管
内
の
自
治
体
で
す
が
、
こ
れ
ら
の
自
治
体
が

検
査
を
希
望
す
る
場
合
に
使
用
さ
せ
る
も
の
で
あ
り
ま
す
こ
と
か
ら
、
検
査
機
器
の
運
用
方
法
等
に
つ
き
ま
し
て
、
今
後
、
調
整
を
図
っ

て
参
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。 

 

委 

員 

長 
 
 
 
 

た
だ
い
ま
の
報
告
に
つ
き
ま
し
て
、
御
意
見
、
御
質
問
等
ご
ざ
い
ま
せ
ん
か
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

石
澤
委
員
、
現
在
も
お
子
さ
ま
を
育
て
ま
し
て
、
食
の
安
全
と
い
う
こ
と
で
そ
の
へ
ん
で
御
意
見
ご
ざ
い
ま
せ
ん
か
。 

 

石
澤
委
員 

 
 
 
 

今
の
御
説
明
の
中
で
、
セ
ン
タ
ー
の
食
材
の
検
査
も
行
う
と
い
う
こ
と
で
伺
っ
た
の
で
す
が
、
据
付
型
と
い
う
こ
と
で
、
そ
こ
に
食
材
を
持
っ
て

行
っ
て
検
査
を
す
る
と
い
う
方
法
に
な
る
の
で
し
ょ
う
か
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

そ
し
て
、
食
材
の
中
か
ら
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
加
工
す
る
前
の
材
料
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
と
も
、
食
べ
る
直
前
の
副
食
・
お
か
ず

に
な
っ
た
も
の
を
検
査
す
る
の
で
し
ょ
う
か
。 

 

学
校
給
食
課
長 

 
 

検
査
の
仕
方
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
細
か
く
刻
ん
だ
も
の
を
袋
に
入
れ
て
検
査
機
器
の
入
れ
る
ケ
ー
ス
が
あ
る
の
で
す
が
、
そ
こ
に
空
気
が
入
ら
な

い
よ
う
に
詰
め
た
形
で
、
一
キ
ロ
の
単
位
で
検
査
を
し
ま
す
。 

そ
れ
で
、
国
の
基
準
の
百
ベ
ク
レ
ル
の
二
分
の
一
の
五
十
ベ
ク
レ
ル
を
基
準
と
し
て
検
査
を
す
る
予
定
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

そ
れ
か
ら
、
検
査
す
る
食
材
で
す
け
ど
、
前
日
納
品
と
な
る
も
の
は
野
菜
で
す
。
で
す
の
で
、
主
に
野
菜
を
何
品
目
か
検
査
を
し
て
、
も
し
こ
う

い
う
も
の
が
あ
れ
ば
、
す
ぐ
県
に
報
告
を
す
る
と
と
も
に
、
食
材
と
し
て
使
用
し
な
い
と
い
う
方
向
で
や
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。 

 

石
澤
委
員 

 
 
 
 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

委 

員 

長 
 
 
 
 

そ
れ
で
は
次
に
、（
五
）「
キ
ッ
ズ
コ
ン
サ
ー
ト
の
開
催
に
つ
い
て
」
事
務
局
か
ら
報
告
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 

―
―
―
― 

文
化
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
長
か
ら
説
明 

―
―
―
― 

平
成
二
十
四
年
度
青
森
市
小
中
学
校
音
楽
活
動
促
進
事
業
「
キ
ッ
ズ
コ
ン
サ
ー
ト
」
の
開
催
に
つ
い
て
、
御
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。 

教
育
委
員
会
で
は
、
今
年
度
か
ら
の
新
規
事
業
と
し
て
子
ど
も
の
頃
か
ら
豊
か
な
心
を
育
む
と
と
も
に
、
ま
ち
な
か
で
音
楽
を
楽
し
め

る
環
境
づ
く
り
を
目
的
に
、
小
・
中
学
校
へ
日
頃
の
吹
奏
楽
活
動
等
の
成
果
を
発
表
す
る
機
会
と
し
て
、「
キ
ッ
ズ
コ
ン
サ
ー
ト
」
を
開
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催
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。 

本
来
で
あ
れ
ば
、
五
月
十
六
日
の
本
定
例
会
に
お
い
て
御
報
告
す
べ
き
と
こ
ろ
で
し
た
が
、
参
加
校
の
調
整
に
時
間
を
要
し
た
た
め
、

本
日
の
報
告
と
な
っ
た
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

具
体
的
な
内
容
に
つ
き
ま
し
て
は
、
お
配
り
し
た
配
布
資
料
の
と
お
り
、
第
一
回
目
は
、
去
る
六
月
十
七
日
、
日
曜
日
に
開
催
し
た
と

こ
ろ
で
あ
り
、
保
護
者
の
方
々
も
含
め
約
二
百
名
の
観
衆
が
見
守
る
中
、
浪
打
小
学
校
鼓
隊
部
・
泉
川
小
学
校
音
楽
部
・
新
城
中
央
小
学

校
音
楽
部
の
皆
さ
ん
が
、
ね
ぶ
た
の
家
ワ
・
ラ
ッ
セ
の
西
の
広
場
で
マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン
ド
や
吹
奏
楽
の
演
奏
を
披
露
し
、
観
衆
か
ら
は
大

き
な
拍
手
を
い
た
だ
く
な
ど
、
素
晴
ら
し
い
コ
ン
サ
ー
ト
で
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

第
二
回
に
つ
き
ま
し
て
は
、
七
月
三
十
一
日
、
火
曜
日
、
午
後
二
時
か
ら
青
函
ワ
ー
ル
ド
八
甲
田
丸
設
置
記
念
事
業
と
連
携
し
、
八
甲

田
丸
の
三
階
の
甲
板
で
、
浪
岡
中
学
校
吹
奏
楽
部
の
皆
さ
ん
に
演
奏
し
て
い
た
だ
く
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
委
員
の
皆
様
に
お
か

れ
ま
し
て
も
、
是
非
会
場
の
方
へ
足
を
お
運
び
い
た
だ
き
ま
し
て
、
応
援
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

な
お
、
第
三
回
に
つ
き
ま
し
て
は
、
九
月
以
降
に
小
・
中
学
校
二
校
程
度
の
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
予
定
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、

ウ
ォ
ー
タ
ー
フ
ロ
ン
ト
地
区
で
開
催
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。 

以
上
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

委 

員 

長 
 
 
 
 

た
だ
い
ま
の
説
明
に
つ
き
ま
し
て
、
御
意
見
、
御
質
問
等
ご
ざ
い
ま
せ
ん
か
。 

 

西
村
委
員 

 
 
 
 

と
て
も
い
い
企
画
だ
と
思
い
ま
す
。
な
ん
で
す
が
、
こ
の
参
加
部
員
が
、
こ
の
事
業
の
た
め
に
負
担
が
か
か
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
と
い
う
配
慮

が
必
要
な
の
か
な
と
思
う
の
で
す
が
、
そ
の
こ
と
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か 

 

文
化
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
長 

 

お
っ
し
ゃ
る
と
お
り
、
子
ど
も
た
ち
に
負
担
が
か
か
ら
な
い
よ
う
に
、
お
受
け
い
た
だ
く
学
校
と
綿
密
な
調
整
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
て
、
実 

 
 

施
で
き
る
学
校
で
調
整
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
し
、
送
迎
に
つ
い
て
も
バ
ス
を
チ
ャ
―
タ
ー
し
ま
し
て
、
そ
れ
か
ら
楽
器
の
運
搬
も
、
ト
ラ

ッ
ク
を
こ
ち
ら
で
用
意
し
ま
し
て
、
そ
れ
で
開
催
し
た
と
い
う
こ
と
で
す
。 

今
後
も
こ
の
よ
う
な
や
り
方
で
進
め
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
御
理
解
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

平
井
委
員 

 
 
 
 

今
後
、
七
月
三
十
一
日
、
そ
れ
か
ら
三
回
目
が
九
月
以
降
と
い
う
こ
と
で
す
け
ど
、
年
間
三
回
位
の
実
施
を
考
え
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。 

 

文
化
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
長 

 

は
い
、
三
回
ほ
ど
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。
全
体
的
に
は
五
校
程
度
と
い
う
こ
と
で
、
当
初
予
算
で
は
予
算
措
置
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
の
で
す
が
、

そ
の
中
で
で
き
る
だ
け
、
多
く
の
学
校
に
参
加
い
た
だ
け
れ
ば
、
五
校
に
こ
だ
わ
ら
ず
に
と
考
え
て
お
り
ま
す
。 

 

月
永
委
員 

 
 
 
 

ア
ー
ト
で
音
楽
の
あ
る
街
と
い
う
こ
と
で
、
教
育
委
員
会
が
設
定
し
た
事
業
で
す
が
、
私
も
十
七
日
に
見
に
行
き
ま
し
た
。 
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本
当
に
子
ど
も
た
ち
と
観
衆
が
一
体
と
な
っ
て
、
ま
た
、
や
っ
た
場
所
も
良
く
て
、
ワ
・
ラ
ッ
セ
の
広
場
で
、
八
甲
田
丸
が
見
え
、
海
が
見
え 

 
 

ベ
イ
ブ
リ
ッ
ジ
が
見
え
と
い
う
と
こ
ろ
で
、
二
百
人
く
ら
い
観
客
、
家
族
で
し
ょ
う
ね
。
そ
れ
か
ら
そ
こ
を
通
り
か
か
っ
た
人
た
ち
が
み
ん
な
盛
大

な
拍
手
を
し
て
、
子
ど
も
た
ち
を
励
ま
し
て
い
ま
し
た
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

そ
れ
か
ら
子
ど
も
た
ち
も
一
生
懸
命
や
っ
て
、
と
て
も
喜
び
な
が
ら
や
っ
て
い
る
姿
が
、
こ
の
企
画
の
良
さ
、
こ
れ
を
や
っ
て
よ
か
っ
た
な
と 

 
 
 
 

い
う
思
い
で
、
担
当
の
文
化
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
の
人
た
ち
も
喜
ん
で
い
た
の
で
は
な
い
か
な
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

 
 
 

そ
れ
か
ら
実
際
に
新
城
中
央
小
学
校
の
子
ど
も
た
ち
、
先
生
方
は
、
な
ん
と
か
第
三
回
目
に
も
、
も
う
一
回
出
た
い
と
い
う
こ
と
を
意
気
込
ん
で

い
た
こ
と
を
伝
え
て
お
き
ま
す
。 

 

委 

員 

長 
 
 
 
 

確
か
に
一
回
目
は
寒
い
日
だ
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
今
、
教
育
長
か
ら
お
話
が
あ
っ
た
よ
う
に
、
参
加
し
た
子
ど
も
た
ち
が
、
心
が
豊
か
に

な
り
ま
す
し
、
演
奏
を
聴
い
て
い
る
周
り
の
大
人
た
ち
も
と
い
う
こ
と
で
し
た
ね
。 

 

そ
れ
で
は
報
告
の
、（
六
）
青
森
市
少
年
海
外
生
活
体
験
事
業
に
つ
い
て 

 

―
―
―
― 

社
会
教
育
課
長
か
ら
説
明 

―
―
―
― 

青
森
市
少
年
海
外
生
活
体
験
事
業
に
つ
い
て
、
御
報
告
い
た
し
ま
す
。 

お
手
元
に
は
「
平
成
二
十
四
年
度
青
森
市
少
年
海
外
生
活
体
験
事
業 

概
要
」
と
「
同
事
業
国
内
研
修
予
定
」
の
二
種
類
の
資
料
を
配

布
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
の
で
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

青
森
市
少
年
海
外
生
活
体
験
事
業
は
、
平
成
七
年
に
大
韓
民
国
・
平
澤
市
と
締
結
し
た
「
教
育
・
文
化
等
の
友
好
交
流
に
関
す
る
協
定
」

を
機
に
始
め
た
事
業
で
あ
り
、
異
文
化
と
の
交
流
体
験
や
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
等
の
生
活
体
験
を
通
じ
て
、
本
市
中
学
生
の
国
際
理
解
と
コ
ミ 

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の
育
成
を
図
る
と
と
も
に
、
広
い
視
野
か
ら
郷
土
・
青
森
市
の
理
解
を
深
め
る
機
会
と
し
て
実
施
し
て
い
る
も
の

で
あ
り
ま
す
。 

本
事
業
は
、
平
成
八
年
度
に
ス
タ
ー
ト
し
、
平
成
十
七
年
度
か
ら
は
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
流
行
に
よ
り
翌
年
度
へ
延
期
し
た
年

度
を
除
き
、
二
年
に
一
度
の
隔
年
で
実
施
し
て
お
り
、
今
年
度
が
実
施
の
年
に
当
た
り
ま
す
。 

こ
の
度
、
今
年
度
の
日
程
等
が
決
定
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
御
報
告
申
し
上
げ
る
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

今
年
度
、
交
流
を
行
い
ま
す
研
修
生
は
、
私
立
を
含
む
市
内
の
各
中
学
校
か
ら
御
推
薦
い
た
だ
き
ま
し
た
男
子
十
一
名
、
女
子
十
一
名
、

計
二
十
二
名
で
ご
ざ
い
ま
し
て
、
七
月
二
十
七
日
か
ら
七
月
三
十
一
日
ま
で
の
四
泊
五
日
の
日
程
で
平
澤
市
を
訪
問
し
た
後
、
八
月
一
日

か
ら
五
日
ま
で
、
同
じ
く
四
泊
五
日
の
日
程
で
、
本
市
研
修
生
が
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
で
お
世
話
に
な
っ
た
平
澤
市
の
中
学
生
二
十
二
名
を
本

市
に
受
入
れ
、
交
流
を
行
う
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。 

今
年
度
の
主
な
交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
日
本
及
び
大
韓
民
国
の
文
化
や
生
活
習
慣
を
体
験
し
て
い
た
だ
く
と
い
う
趣

旨
か
ら
、
平
澤
市
訪
問
及
び
本
市
受
入
れ
の
際
に
は
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
や
伝
統
文
化
を
紹
介
す
る
施
設
の
見
学
や
体
験
等
を
予
定
し
て
お
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り
ま
す
。 

な
お
、
本
市
で
の
研
修
日
程
に
つ
き
ま
し
て
は
、
お
配
り
し
て
お
り
ま
す
も
う
一
枚
の
資
料
の
と
お
り
、
二
泊
を
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
で
交

流
す
る
と
と
も
に
、「
三
内
丸
山
遺
跡
」
や
「
ね
ぶ
た
の
家
ワ
・
ラ
ッ
セ
」
等
の
施
設
の
見
学
の
ほ
か
、
ね
ぶ
た
祭
り
へ
の
参
加
も
予
定

し
て
お
り
ま
す
。 

本
市
の
研
修
生
が
、
平
澤
市
と
本
市
で
の
様
々
な
体
験
を
通
じ
て
、
大
韓
民
国
に
対
す
る
理
解
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の
育
成

が
図
ら
れ
、
国
際
感
覚
を
身
に
つ
け
る
絶
好
の
機
会
に
な
る
も
の
と
期
待
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。 

以
上
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

委 

員 

長 
 
 
 
 

た
だ
い
ま
の
報
告
に
つ
き
ま
し
て
、
御
意
見
、
御
質
問
等
ご
ざ
い
ま
せ
ん
か
。 

 

平
井
委
員 

 
 
 
 

こ
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
の
受
入
に
つ
い
て
は
、
何
も
問
題
が
な
い
も
の
で
し
ょ
う
か
。 

 
 
 

 
 

社
会
教
育
課
長 

 
 

事
前
に
平
澤
市
の
方
と
、
男
子
十
一
名
、
女
子
十
一
名
で
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先
を
決
め
て
、
そ
れ
で
外
出
先
の
学
生
を
受
け
入
れ
す
る
と
い
う
こ
と

で
、
隔
年
で
や
っ
て
き
て
い
ま
す
の
で
、
問
題
は
な
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。 

 

委 

員 

長 
 
 
 
 

大
人
の
方
も
総
合
交
流
と
い
う
と
こ
ろ
が
よ
ろ
し
い
で
す
ね
。 

 

委 

員 

長 
 
 
 
 

そ
れ
で
は
、（
七
） 

「
青
森
市
中
学
校
生
徒
海
外
派
遣
・
受
入
事
業
に
つ
い
て
」
事
務
局
か
ら
報
告
お
願
い
し
ま
す
。 

―
―
―
― 

教
育
課
長
か
ら
説
明 
―
―
―
― 

今
年
度
の
青
森
市
中
学
校
生
徒
海
外
派
遣
・
受
入
事
業
の
受
入
日
程
及
び
事
業
概
要
に
つ
い
て
、
御
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。 

本
事
業
は
、
本
市
の
中
学
生
と
米
国
メ
ー
ン
州
グ
リ
ー
リ
ー
中
学
校
の
生
徒
が
相
互
に
派
遣
と
受
入
を
行
う
交
流
事
業
と
し
て
、
平
成

四
年
度
よ
り
実
施
し
て
お
り
ま
す
。 

昨
年
、
一
昨
年
は
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
や
東
日
本
大
震
災
及
び
原
発
事
故
の
影
響
に
よ
り
グ
リ
ー
リ
ー
中
学
校
か
ら
の
訪
問
が
中

止
と
な
っ
て
お
り
ま
し
た
が
、
今
回
は
七
月
二
十
八
日
か
ら
八
月
八
日
の
十
一
泊
十
二
日
の
日
程
で
、
生
徒
十
一
名
、
引
率
者
三
名
の
計

十
四
名
を
本
市
に
受
け
入
れ
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
は
じ
め
と
し
た
、
様
々
な
体
験
学
習
を
し
て
い
た
だ
く
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。 

主
な
内
容
と
し
て
は
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
の
ほ
か
、
受
入
事
業
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
浪
岡
中
学
校
と
の
交
流
、
青
森
ね
ぶ
た
祭
り
へ
の
参
加
、

書
道
や
ね
ぶ
た
絵
の
絵
付
け
な
ど
、
日
本
の
文
化
に
対
す
る
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
た
め
の
体
験
活
動
や
青
森
市
内
見
学
等
を
予
定
し

て
お
り
ま
す
。 

事
業
や
日
程
の
概
要
に
つ
き
ま
し
て
は
、
お
手
元
に
配
付
し
て
お
り
ま
す
資
料
の
と
お
り
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

教
育
委
員
会
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
こ
の
交
流
事
業
を
通
じ
て
、
双
方
の
中
学
生
が
お
互
い
の
文
化
・
伝
統
を
理
解
し
あ
う
と
と
も
に
、
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よ
り
広
い
視
野
か
ら
郷
土
に
対
す
る
理
解
を
深
め
る
絶
好
の
機
会
と
な
る
も
の
と
期
待
し
て
お
り
ま
す
。 

な
お
、
来
年
一
月
上
旬
に
は
、
本
市
中
学
生
を
米
国
メ
ー
ン
州
に
派
遣
す
る
予
定
と
し
て
お
り
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

以
上
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

  

委 

員 

長 
 
 
 
 

た
だ
い
ま
の
報
告
に
つ
き
ま
し
て
、
御
意
見
、
御
質
問
等
ご
ざ
い
ま
せ
ん
か
。 

 

西
村
委
員 

 
 
 
 

一
月
の
上
旬
に
、
こ
ち
ら
か
ら
出
か
け
る
こ
と
に
な
る
わ
け
で
す
け
ど
、
季
節
的
な
こ
と
は
ど
う
な
る
の
で
し
ょ
う
か
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

お
い
で
に
な
る
時
は
、
夏
に
来
る
の
で
す
が
、
こ
ち
ら
か
ら
行
く
時
は
メ
ー
ン
州
の
季
節
は
ど
ん
な
状
態
な
の
で
し
ょ
う
か
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

も
し
季
節
で
、
寒
い
時
期
に
な
れ
ば
、
そ
の
来
る
時
期
と
行
く
時
期
を
交
互
し
て
み
て
も
い
い
の
で
は
と
思
っ
た
も
の
で
す
か
ら
。 

 
 
 

教
育
課
長 

 
 
 
 

昨
年
、
一
昨
年
と
、
浪
岡
中
学
校
の
生
徒
、
メ
ー
ン
州
に
行
っ
て
お
り
ま
す
が
、
時
期
と
い
た
し
ま
し
て
は
一
月
で
す
。 

ち
ょ
う
ど
冬
休
み
を
利
用
し
て
の
訪
問
と
な
り
ま
す
の
で
、
一
月
に
行
っ
て
お
り
ま
す
。
時
期
と
す
れ
ば
、
向
こ
う
も
冬
の
時
期
で
そ
れ
な
り
に
寒

い
時
期
で
す
け
れ
ど
、
青
森
の
中
学
生
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
寒
さ
に
は
慣
れ
て
お
り
ま
す
。
寒
い
時
期
に
も
関
わ
ら
ず
、
非
常
に
楽
し
か
っ
た
と

い
う
報
告
は
聞
い
て
お
り
ま
す
。 

訪
問
の
時
期
に
つ
き
ま
し
て
は
、
向
こ
う
の
受
入
れ
と
、
こ
ち
ら
の
訪
問
、
そ
こ
の
調
整
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
検
討

課
題
と
い
う
こ
と
に
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

委 

員 

長 
 
 
 
 

西
村
委
員
、
よ
ろ
し
い
で
し
ょ
う
か
。 

 
 

西
村
委
員 

 
 
 
 

は
い
。 

 

委 

員 

長 
 
 
 
 

十
一
泊
十
二
日
と
い
う
か
な
り
長
い
期
間
、
子
ど
も
た
ち
も
か
な
り
心
が
揺
さ
ぶ
ら
れ
る
関
係
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。 

 
 

委 

員 

長 
 
 
 
 

そ
れ
で
は
、
次
に
移
り
ま
す
。 

   
 
 

（
三
） 

 

そ 
 

の 
 

他 
 

委 

員 

長        
 

そ
の
他
、
事
務
局
か
ら
何
か
ご
ざ
い
ま
せ
ん
で
し
ょ
う
か
。 
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委 
員 

長 
 
 
 
 

特
に
な
け
れ
ば
、
次
回
の
定
例
会
の
日
程
に
つ
い
て
、
協
議
い
た
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

総
務
課
長 

 
 
 
 

次
回
の
定
例
会
の
開
催
に
つ
き
ま
し
て
、
七
月
二
十
六
日
木
曜
日
、
午
後
一
時
か
ら
、
場
所
に
つ
い
て
は
、
当
教
育
研
修
セ
ン
タ
ー
五
階
第
大
研

修
室
で
開
催
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

委 

員 

長 
 
 
 
 

委
員
の
皆
様
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。 

 
―
―
―
― 

各
委
員
了
承 

―
―
―
― 

 

委 

員 

長 
 
 
 
 

御
異
議
が
ご
ざ
い
ま
せ
ん
の
で
、
次
回
は
、
七
月
二
十
六
日
木
曜
日
、
午
後
一
時
か
ら
、
場
所
は
教
育
研
修
セ
ン
タ
ー
五
階
大
研
修
室
と
い
た
し

ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

委 

員 

長 
 
 
 
 

そ
れ
で
は
、
こ
れ
よ
り
非
公
開
の
会
議
に
入
り
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

先
ほ
ど
、
議
案
第
二
十
六
号
に
つ
き
ま
し
て
は
、
非
公
開
の
会
議
に
す
る
こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
青
森
市
教
育
委
員
会
会
議
規
則
第
十
五

条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
委
員
及
び
事
務
局
職
員
を
除
き
、
傍
聴
人
、
記
者
の
皆
様
は
退
室
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

  

（
別
冊 

非
公
開
の
会
議
参
照
） 
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平
成
二
十
四
年
六
月
二
十
六
日
開
催
の
平
成
二
十
四
年
第
六
回
青
森
市
教
育
委
員
会
定
例
会
の
会
議
録
を
作
成
し
た
。 

  
 
 

平
成
二
十
四
年
八
月 

六
日 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

書 
 

記 
 

 

成 

田 

美 

紀 
 

右
の
と
お
り
相
違
な
い
こ
と
を
認
め
署
名
す
る
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

 
  
 
 

平
成
二
十
四
年
八
月
十
六
日 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

署
名
委
員 

 
 

鎌 

田 

慎 

也 
   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

署
名
委
員 

 
 

月 

永 

良 

彦 
 


